
ミライバ

ワークショップ

第１回
子どもの権利について学びました！

開催日

令和８年

７月19日(日)、25日(土)

参加人数

19日：22人

25日：12人 合計 34人

テーマ

内容

●「子どもの権利」とは何かを学んだ後に、

自分の生活と「子どもの権利」のつながりについて考えました。

●杉並区が子どもの権利をいろいろな人に知ってもらうために

どんなことをしているか、クイズやグループワークを通じて学びました。

1
自己紹介・

アイスブレイク

「自己紹介カード」や

「自分の好きなことを書いた

カード」を使って参加者同士

で交流しました。

2
子どもの権利に

ついて学ぶ

子どもの権利救済委員の「た

にこ(谷川)さん」から、子ど

もの権利をクイズ形式で学び

ました。

3
グループワーク

｢身近な権利を考えよう｣

｢家｣｢学校｣｢自分｣｢その他｣の

４つのテーマで、最近「いい

な」「嫌だな」と思ったこと

をふせんに書いて、グループ

で共有しました。

4 杉並区の取組を知る

子どもの権利に関する条例に

定めた取組など、杉並区が

行っている取組について学び

ました。

子どもたちから出た意見は次のページで紹介！

小学４年生～

高校２年生が

参加しました！

小学４年生～

高校２年生が

参加しました！

子どもの権利と

区が行っている普及啓発を学ぶ

※第１回は、台風の影響により延期のうえ、希望に応じて２日に分けて実施しました。

当日の流れ

会場内を歩きまわって、

交流！

「権利」

＝生まれた時から

平等に持っている物 たにこ

いいな！

と思ったこと

いいな！

と思ったこと

嫌だな･･･

と思ったこと

嫌だな･･･

と思ったこと

本人
希望

本人
希望



ミライバ

ワークショップ

第１回

❸グループワーク「身近な権利を考えよう」

どんな意見が出たの？

｢家｣｢学校｣｢自分｣｢その他｣の4つのテーマについて、最近あった｢いいな｣

と思ったことや｢嫌だな｣と思ったことを付箋に書いて出し合いました。

家のこと

⚫家族みんなやさしい

⚫家族旅行が楽しみ

⚫お弁当やごはんが

おいしい

⚫兄弟で比べられる･･･

⚫朝はもっと寝てたい

⚫話が通じないと感じる

  ことがある

みんなの24時間は、

「権利(＝安心安全に生きるために大切にされるために、生まれた時から平等に持っているもの)」の連続ということを学んだよ。

いいな！ 嫌だな･･･

学校のこと

⚫友だちに会える

⚫音楽の授業が楽しい

⚫テストで100点をとれた

⚫宿題が多すぎる

⚫授業中うるさい

⚫給食時間がもっとほしい

いいな！ 嫌だな･･･

自分のこと

⚫好きなことに夢中に

なれる

⚫友だちと遊ぶのが

楽しい

⚫「声がきれいだね」

と言われた！

⚫勉強が難しい

⚫人との関係で悩むことが

ある

⚫進路が決まらなくて不安

いいな！ 嫌だな･･･

その他

⚫図書館がある

⚫地域のイベントが

楽しい

⚫公園で遊ぶのが好き

⚫ボール遊びできる場所

が少ない

⚫涼しく過ごせる場所が

欲しい

⚫勉強できる場所がもっ

と欲しい

いいな！ 嫌だな･･･

ゲームで建築が

少し上手になった

街路樹を切らない

でほしい

吹奏楽でどうしても

ジャズを吹きたい

秘密基地が

できてほしい

こんな声も

ありました
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ワークショップ

第１回

❹ 杉並区の取組を知る

ワークショップ参加者に聞いてみました！

子どもの権利を広めるためのグッズや方法をどのくらい知ってる？

ステッカー
シール

リーフ
レット

クリア
ファイル 風船

懸垂幕

母子手帳

すごろく

子どもの権利
なみすけ

区内児童･生徒･先生に

リーフレットを配布したこと

「子どもの権利グッズ」を知っていた人数

16人

13人

６人

４人 ３人 ３人 ２人 ２人

「どんな方法」で子どもの権利を

広めているか知っていた人数

すぎなみフェスタなど

人の集まるイベントに出展したこと

母子健康手帳や保護者向けの利用案内

に子どもの権利の情報をのせたこと

先生や保護者に

講義や研修を実施したこと

14人

４人

３人

１人

区内の学校でリーフレットを配ったことを知っていた方が多かったのでよかった。

ただ、杉並区外の学校に通っている人は知らなかったり、子どもの権利を広めるグッズがみんなの手元に届いていな

いことが分かったので、これから、もっとたくさんの人に知ってもらうために、工夫をしていきます。
杉並区の考え

ワークショップ参加者が考える

子どもの権利を知らせるために、「もっとこうしたらいいな」と思うこと

・学校にいろいろ配布したらいい
・学校にちらしで渡す
・ただの配布物としてしか見ていないので、
教員に事前に口頭で軽い説明を促す

・学校で子どもの権利の授業をやる

・区外の学校に通っている人にも知らせるために、
「商店街にポスターなどを配る」
「家のポストの中に入れる」
・広い世代へ知らせる方法として
「SNSなどで広める」
「YouTubeとかの広告にだすと、若者はよく見る」
「いろいろな世代へ動画を作る」

・教員向けの説明会
を実施する

・キャラクターを作って
ぬいぐるみにする

・いろいろなキャラクター
とコラボ

学校で･･･ ポスター･動画で･･･ 大人に向けて･･･ キャラクターと･･･

杉並区の考え

もっと多くの子どもや大人に
子どもの権利を知らせるため
には、知らせたい相手にあわ
せて、いろいろな知らせ方に
チャレンジしていきます。

学校で、子どもの権利を知らせ
る機会は重要だと思いました。
リーフレットなどのグッズを配
るだけではなく、
より深く知ってもらうための工
夫をしていきます。

グッズやデザインは、
「使いたい」「欲し
い」と思ってもらえる
ものや、キャラクター
を考えて作りたいと思
います。

学校の先生に、子どもの権利を
知ってもらうことはとても大切
だと思います。これまでも、先
生や保護者に講義や研修を行っ
てきましたが、多くの先生に子
どもの権利を理解してもらうた
めにこれからも続けていきます。

（複数回答含）
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